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留学の思い出 “映画「恋敵」制作、 ！のど自

仲宗根シルビアベアトリス

沖縄に留学して、あっという間に一年が経ちました。日本語や沖縄の文化の勉強のため、去年の4月、
8カ国から 11 人の留学生が沖縄で新しい生活を姶めました。

10年ぶりに沖縄で親戚と会うことができました。いとこたちは元気でとても大きくなっていました。そして結婚して
子供もできたいとこもいました。10年ってあっと言う間に過ぎますし、子供も成長するのが早いです。でも変わら
ないものは、人間の暖かい心だと思います。

沖縄へ留学することができたおかげで日本語力がのびました。また、日本語力だけではなく、沖縄の人と接
し、沖縄の物を口にし、沖縄の様々な物を目にし、耳にし、沖縄の空気を体全体で感じることで私たちは沖
のことを今まで以上にもっと理解できるようになりました。留学生生活は慣れるまで、大変でした。そのため、沖縄
にいる留学生たちは毎週木曜日、ボランティア教室に参加しました。

今回留学生として来て、いろんなところにいくことができました。留学期間中にクラスの人たちと一 緒にいろん
ところを見学しました。中村家、那覇高校、平和記念公園、ガマ、あわもり工場、着物を染めるところ、など

0 '- の経験は宝となって、琉球大学で前期にはプロジェクトワ ー クの機会に発表しました。このプロジェクト
は、日本語がどれまで上違したかということを示すために行うものです。私たちのグルー プは映画を作りました。
タイ トルは'’恋敵” でした。内容は四人の外国人が沖縄に住んでいる日本人の友違に会いに行く映画です。旅

中にいろんなカルー チャショックや沖縄で学んだことや五人の物語が20分に流れます。この作品は自分自
が学んだことや経験したものです。

ついに、夏休みがやって来ました。八 重山に行ってきました。そこで、私の大好きな’'ちゅらさん” のステージを
見ることができました。友違のアンさんの親戚の紹介で、小浜島のクリニックにも見学することができました。みち
ゃん叔母さんお世話になりました。

休みが終わってから、財団のコハツさんから電話がありました。「早苗、ウチナ ー ンチュ大会のため、のど
が宜野湾市に来るらしいよ。さんかしてみない？」と言われました。’'面白そうだから行ってみよう” テレビにて‘‘

会もないから、ちょっといいかも。思い出になるかもしれない。’ '遊びに行こう！ ” と思っていた私が、のど自
きの発表・.. その結果、優勝しました。

入学の日から今まで勉強や生活の相談にのり、いつも助けてくださった先生方にこの場を借りてお礼を申し
げたいと思います。いつも私違学生と交流してどんな問題でもやさしく、ゆっくりと説明してくださりありがとうござ

いました。後期には、琉球大学のスピー チ大会がありました。このイベントは学生たちが一 番緊張するときです。
スピ ー チは二日間ありました。一 日目は初級クラス。二日目は中級クラスと上級クラス。アメリカからの留学生、

ャ ー リー と私は初級クラスの司会をしました。スピ ー チ大会の準備で夜遅くまで一 緒に練習してくださったおか
けて私たちは全員ベストをつくすことが出来たと思います。

の中で一 番辛い時は何ですかと聞かれると、それは、兄弟のようになった友違が帰国する時です。こ
の 一 年に渡る沖縄での生活は、両親の島を来る前よりもっともっと好きになって、アルゼンチンに帰

、
る事が出来

。琉球大学の先生方にお世話になり、いろいろな人々に会い、昔の沖縄の話題を聞かせて下さったり
を交換しました。日本のお父さんとお母さんと兄弟と姉妹が出来ました。及び先生方、財団の皆さんと世
の友違。友達になった人々と深い心の交流が出来たから、今でも、離れても親しいメー ルのやり取りをし

でいます。
を受け入れてくださった沖縄県知事、財団法人沖縄県国際交流人 成 長、学校

、Cent「o Okinawense en la Argentinaその他お世話になった全ての方本当にありがとうござ＼ヽました。

ー



“沖縄とボリビアをつなぐ架け橋となって'’

ボリピア共和国 山城・大久保・興太・ルベン

はじめに

今回の留学 は私にとってとても意味深いものとなりました。それはなぜかというと

もちろん、生活の一つ一つが私にとって初めての経験であることが多く、戸惑いな

がらも楽しく過ごすことができました。このような経験をさせていただし

交流人材育成財団のかたがた、琉球大学の先生方や同じ留学生の仲間たち、

さん、

くれたすべての人たち、またボリビア

に心から感謝します。

も書いたとおり、ボリビアで受けていた授業とはまったく異なり、

どれも魅力的で興味をそそられる授業でした。特に興味を示したのは金城尚美先生の授
ュ ー スを聞いて現在の日本事情や世界事情をみんなで学びながら日

向上を目指すもので、語彙や文法などだけではなく実際にニュ ー スを聞くことで、

聴解の訓練にもなるというすばらしい授業だと思いました。

またこのような大学校内だけでの授業ではなくいわゆる課外授業も多くありまし

日本ボリビア協会

中村家に 平和記念公園
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ちゅら海水族館 首里城

ごらんのように沖縄の有名な観光地や歴史的に価値のある場所に実際に足を運ぶこ
とで、 文化を体で感じ、自 分の目で体で体験することでより理解を深めることができま
した。 このような見学の機会を与えてくださった大学の先生方に心より感謝します。

琉球大学の留学生や日本人学生との交流
今回の留学で私にとって新鮮だったのが他の国の留学生や日本人学生たちとの交流

です。
私は以前JICAの日本語研修で横浜に約一 ヶ月間滞在していました。その時は南米の
々の留学生と一緒でした。似たような環境の人たちと一緒だったのです。しかし今回

の沖縄への留学は北米や中南米はもちろん、アジア諸国、 ヨ ー ロッパ、アフリカ、 オー

ストラリアなどの本当に世界の国々の人たちとの交流を持つことができました。そ九は
私にとって見解を広める上で、そして人として大きく成長するために欠かせないものだ
と思いました。

留学生のみんなとは勉強はもちろんのこと、一緒に遊んだり、三線などの沖縄文化に
凰汎たり、またあるときはケンカし、 あるときは慰めあい、この一年を家族のようにと

-3 



もに過ごしてきました。 他にもいろいろなとこ

沖縄全体が交流の場でし

りと大学だけでなく、

また同 としてともに肩を並べてがんばった皆さんには心から感謝して

しがなければ今の自分はなかったでしょう。
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さまざまなイベン トヘの参加

この一年は私をさまざまなイベントに参加させていただきまし

ているのは第四回世界のウチナー ンチュ

ーとに参加させていただきまし
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ビア、 沖縄をつなぐ架け橋になりたいと思っています。

これからの道は厳しく多くの壁が立ちはだかるかもしれませんが、 けずにこ

こ沖縄にいたころの気持ちを胸にがんばっていきたいと思っています。

最後になりましたが私を推薦してくださったボリビアの沖縄県人会、日本ボリビア協

会の皆様、私たち県費留学生を受け入れてくださった沖縄県国際交流人材育成財団

にいる

のみんな、そして

でいっぱいです。

ヽ えてくださっ

ことをいつも応援してくれている

りしていた友人たちに本当に心から感

なりまし

これからもこの らせるのではないずっと いきたいと てし

でありがとうございました。
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ミイ／ミ

田井 デイナ

この一年間のなかで、 日本語をたくさん習うことができました。 沖縄に初めて来た時、
をよく読めませんでした。 沖縄に着いた時、 無料で妻に電話をするためVODAFONEの

携帯電話を買いたかったです。 だから電話ちょうでVODAFONEの店の住所が書いてある
ページを見つけました。 歩いている人に「この漢字どうやって読む？」と聞いて、 おろく、

と答えました。 バスのスケジュ ールをぜんぜん読めなかったが道路標識は日本語と
語が書いてあったから那覇のほうに歩きはじめました。 そして、 やく5時間かかりました。
その時からたくさんの漢字と日本語を覚えはじめました。 まだそんなたくさんの漠字は読

ませんが少なくとも少しは読めるようになりました。

くさんのいい思いでや経験をもらいました。 沖縄に来る前、 僕の友達は「沖縄と
イはそっくり」と言われて、 ほっとしました。 しかし、 沖縄に来た時、 寒かったし、

えませんでした。 だから沖縄とハワイはぜんぜん違うと思いました。 で
も、 しばらくたって，沖縄でたくさんの美しいいいところを見ることができました。 おじ

- 7 -



さんと一緒にいろんなことをやったから、沖縄でいい経験ができました。沖縄は本土と比
、いろんなことが違います。おじさんは最初の時、ヒ ー ジャ ーを買って、殺して、

した。彼はヒ ー ジャ ーの頭でス ー プも作りました。ちょっと気持ち悪かったと
ったけどとてもおいしかったです。おじさんと彼の友達と一緒に飲みにいた時、彼はい

つもウチナー ぐちを話しました。おじさんと彼の友達はウチナー ぐちを教えてくれました。
そして、おじさんといつも釣りに行きました。沖縄の魚がたくさん見えました。
ワイと同じ魚もいるけどほとんどの魚はぜんぜん違います。しかし全部おいしかっ
最後に新人賞や那覇祭りなどふくめて、いろんなイベントで三線を引けました。

ん。

ら、 ハ

日系人がいるけ
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“故郷となっ

フィリス アン

2006 年 5 月 4 日に沖縄へ着きました。 私ははじめ日本語がぜんぜん分かりませんで

した。 来たばかりの時、 沖縄の天気は寒くて、 雨が降っていました。 私は沖縄がエデンの

だと思っていたので、 はじめて来た時はちょっとがっかりしました。 そしてすぐ， 北口

ことになりました。 カナダの大学の寮にはインタ ーネットと電話がありますが、

北口の寮にはインタ ーネットも電話もありません。 暖房や冷房もありません。 それで， 文

化ショックを受けました。 カナダの家族や親戚， 友達に無事に着いたと連絡したかったの

それもできませんでした。 とても寂しかったです。

でも、 沖縄の生活に早く慣れたかったので、 先輩にたくさん質問しました。 最初は、 日

本語がぜんぜん分からなかったから， 英語が話せる友達とだけ遊びました。 日本人は日

とても早く喋るし， 私も日本語をぜんぜん話さなかったから、 日本語を話す時、 恥ず

かしくなりました。 間違うことを心配していたからです。 でも、 いっしょけんめい日

を勉強しました。 また少しずついろんな留学生 の友達に会うようになりました。 韓国人や

中国人や南米人と友達 になりました。 私はいろいろな国の習慣を習いました。 日本人の友

もできました。 私は日本語をたくさん間違えましたが、 だいたい日本人は私が言う意味

がわかります。 それで、 いろいろな人に会ったり、 沖縄の有名な所へ行ったり、 沖縄の習

慣を習ったりして， だんだん沖縄の生活が楽しくなりました。 また寮でインタ ーネットと

電話が大切ではなくなりました。

初級の友達と 一緒にピー チヘ行きました

じめて 卜 し クラスで
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の歴史を習いました。 それはとても興味深かったです。 また， 初級のクラスは7月
市場商店街で働きました。 私はリサイクルショップでボランティアをしました。 また日本

を練習しましたが、 アルゼンチンのレストランが一番楽しくて面白い所でした。 そこで
とても美味しい料理を食べました。 働いた日から二週間くらいたった後、 市場で初級クラ
スのみんなと発表をしました。これは私のはじめての発表でした。知らない日本人の前で，
日本語で発表したので， 私はとても緊張しました。 今年2月に琉球大学スピー チ大会でス
ピーチを発表しました。 私のトピックは「沖縄の海のごみの問題」 でした。 そのスピー チ
は覚えなければならなかったので、 いっしょけんめい覚えました。 私はちょっと緊張しま
したが、 栄町市場商店街より緊張をしなかったです。

去年5月から日本でいろいろな所へ行きました。 去年の夏休み、 東京と京都と神戸へ行
きました。 この旅行はとても楽しかったです。 東京では新宿や東京タワーやディズニ ーラ
ンドヘ行きました。京都では金閣寺へ行きました。これは一番きれいな寺だと思いました。
京都でいろいろな寺へ行って、 舞妓さんの踊るのを見ました。 神戸にはいろいろな国際的
な所があります。 神戸のパンやケー キは一番美味しいと思います。

-13-



ことを教えまし
しました。

もいきました。 親戚に会いまし
ば方言や沖縄の人の考えなど

ばあさんはいろい
した。 ま

石垣で私と陳シンシア（アメリカの県費留学生） とい
うことがわかり、 びっくりしました。 小浜島へも行きました。 このときはシンシアさんと

さんと謙治もいっしょでした。 私たちは 「ちゅらさん」という番組が大好きです。 「ち
ゅらさん」 したね。 ま 一人の子が木を植えましたが、
が来たから、 私はその木 から、 ちょっとがっかり
したが、 小浜の自 しくてきれいでした。 しし と思
います。 いろいろ るし、 国際通り し、 とてもきれし 日

サーを見ること 、 三線の音が聞こえ す。

今年の2月， した。 私は西表ヤマネコ かったですが、
でした。 今 1 0 0 匹くらいいるそうです。 ヤマネコは少ししかいないので、 いなくならな
いか， とても心配

し

ています。 ヤマネコはとてもかわいいですよ！西表島にいろい
切な動物がいるから、 みなさん西表に構つてください。

冬休みに母と
水族館や沖縄ワ ール
した。たと

し

し ゅら
りま

た"' '-' ったこと

14-



このように， 沖縄ではほんとうにいろいろな経験を しま した。 県費留学は私にいし
をくれま した。 沖縄にずっと住んでいる私の親戚の生活を経験できま した。 カナ ダに帰っ
ても， 沖縄で出会った友達との関係が生涯続くと思います。 はじめて来た時私は沖縄が変
な所だと思いま したが、 今沖縄は私の故郷だと思っています。 私の日本語はあまり上手じ
やありませんが、 去年から私の心はもっと沖縄ら しくなってきています。 財団の方々、 あ
りがとうございま した。 感謝の気持ちはとても日本語では言い表せませんが、 沖縄で
番いい経験ができたと思います。 1 0 ヶ月くらいたくさん経験を したから、 せんぶを覚え
ることができません。カナ ダに帰っても， みなさんに沖縄の習慣や音楽や海を教えたいで
す。 私は沖縄のことをぜんぜん忘れないつもりです。
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沖縄で過ごした

新城 えみ レナータ

こ とに終了式 がだんだん近づいてきました． やっと芸大の皆さんに慣れたときに、

別れるということはとても寂しいです。 でも、 沖縄に来て本当によかったと思います。

ラジルでは、両親の店での手伝いや学校での勉強などをして、 日々を過ごしていました。

＼踊りと等曲を習っていまし

さいました。 先生と両親の応援のおかげでブ

ることができました。 先生と

先生 はいつ

ラジルの等曲のコンク

いま

沖縄に来て初めて一人暮らしをしています。 最初の頃は大変なこともありましたが、 そ

のうち慣れてきて毎日の生活がより楽しくなりました。 今まで覚えていますが、 初めて大

とき、 どんな人に出会えるのか友達ができるのか不安でした。 しかし、

さんはいつも親切で優しくしてくれたので徐々に友達 になれまし

5月 に上地尚子先生 の道場で等曲を習い始めて、 7月に野村流等曲保存会の新人賞

しました。 その時、 芸大の友達が応援しに来てくれて、 皆の笑顔を見て、 緊張していた私

も 笑う こ と が 出来 ま し た 。 友 達 の お か げ で安心す る こ と が で き ま し；い 。

ぇ

（コンク ！ ！ 

も、

てレ
J

し

ヽ9
>
 

ヽ
る
、

て

、

も

て去）

も感動し
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去年行われた第 4 回世界のウ チナーンチュ 大会でブ ラ ジルから来た友達や県人会の皆さん
や親戚に会って、 毎日一緒に遊んでいま した。 とてもいい思い出 に なりま した。 素晴 しい
大会でしたが、 等曲の芸能祭のため、 大会にはあまり参加できませんでした。
1 1 月に芸大祭が行われま した。 最初はス ト レスが溜まるほ ど忙 しかったですが、 皆の努

力を見て私も頑張る気 に なりま した。 祭りが終わって、 参加 してよかったと思いま した。
先輩の言ったとおり本当 に楽 しかったと満足 しま した。
気がついたら友達とお正月のC O U N T D OWNを していま した。 1 週間ぐらい親戚の所
へ行って、 知らなかったいとこにも会えて、 とてもよかったです。 もっと親戚と一緒にい
たかったですが、 1 月に学内があったので、 早めに家へ戻らな ければなりませんでした。
1 月の学内は 1 年生と 4 年生の学内でした。 初めて 1 年生の学生が全員参加 し たので、
しかったです。 皆が最高の舞台 に したいという気持ちだったと思い
2月に芸大からの最後の余興だったので、 少 し寂 しかったです。

が終わって、 1 年生と送別会を しま した。 残念 ながら、
とたくさん楽 し砂ことができま した。 そ して2月の終わり

の最後の舞台で した。

せんでしたが、
曲保存会から

芸大で素晴 しい先生方、 素晴 しい人達に 出会えて、 本当 に 良かったと思います。 芸大の授
ったこと、 友達に教えてもらっ たこと、 上地尚子先生や宮里英明 先生が教えてくだ

さったことを、 一生忘れません。 ありがとうございます。

ラ ジル支部の 皆様、 本 当 にお世話 に な り ま し た 。 ま た来 た い

で 、 そ の時 に も よ ろ し く お願い致 し ま す。 再会で き る 日 を 楽 しみ に し てお り ま

友達と作ったシーサー ！ ！ 

と遊びに行ったとき
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人生の 良い勉強

新里 ヨ

沖縄で県費留学生 と して勉強 を 出来、 特異な機会だ と 思いま す。
ブ ラ ジルで 、 色々 な ウ チナ ー ン チ ュ 日 系 人 の 中 で選ばれてい ま し た の
で、 ［夢見たいな ー］ つ て感 じ し ま し た。

最初 に、 日 本語で普通 の お話 を 聞いた ら ，私 に と っ て 、 と っ て も 速か
っ た の で、 意味 を あま り 分か り ま せんで し た。 ブ ラ ジルで二年間 半 日
本語を勉強 し て も 、 沖縄へ来て 言葉を通 じ ま せん で し た。 し か し、
は ゆ っ く り 話 し て く れて 、 だんだん毎 日 のお話方 に なれて来ま し た。

沖縄県立芸術大学で琉球伝統芸能 を学び ま し た。 そ の 中 で、 琉球舞
踊、 組踊 り 、 三線、 太鼓 と 笛 を 習 い ま し た。 一番難 し い の は組み踊 り
で し た。 私は組み踊 り を初 め て 習 い ま し た の で、 お稽古の 時に大変
し た。 沖縄方言 を あ ま り 分か ら な かっ た し 、 そ の 上、 経験 も 全然な く
て 、 困 っ た と 思い ま す。 けれ ど も 、 組踊 り の先生 は い つ も 優 し く 教 え
て く れたので、 良い勉強 に な り ま し た。

でだ け で は な く 、 玉城秀子先生の道場で琉球舞踊 を や っ た り 、
小林流の上間康弘先生の道場で空手 を習 っ た り し ま し た。

と お稽古 し た り 、 一緒に遊びに行っ た り し ま した。
皆 と 仲 良 く し て 良 い思い 出 ばか り 作れ ま し た。

留学生活の 中 で、 琉球新報の 古典芸能 コ ン ク ールは 一番大変 だ っ た
と 思い ま す。 私は初め て琉舞 と 笛の新人賞 を受 け ま し た の で、 お稽古
の厳 し さ の 事 を 全然知 り ま せんで した。 ブ ラ ジルの先生方はお稽古す
る 時、 ビデオテ ー プか ら 曲 を覚 え る の で 、 舞踊の 細 かい所を あ ま り
せま せん。 沖縄でお稽古始ま っ て 、 少 し苦 しかっ た けれ ど、 先生方 と
友達はいつ も 手伝 っ て く れ ま し た の で、 コ ン ク ール を無事に終わ っ て
安心 し ま し た。 皆は支え て く れた の で、 合格で き ま し た。

笛の場合 も 大変で し た。 受 け る 事に 決 め る ま で時間 が かか り ま した。
［良 い経験に な る た め に受 け て 見 た ら 良 か っ た じ ゃ な い ですか］ と

の笛の先生 は いつ も 言っ て い ま し た。 あ の時、 不安 に な ち ゃ っ て 、
し込み を最後 の 日 に 出 し ま し た。 私 は い つ も 忙 し く て練習す る 時間
あ ま り あ り ま せんで した。 た け ど、 先生はいつ も 私 の事信 じて く れ

日 3 0 分 ぐ ら い練習 を 一所懸命や っ 、 、
の 時に も ブ ラ ジルか

に も 会 え て と て も 良い チ ャ ンス で し
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っ た り 色 ん な イ ベ ン ト を参加 し た り 、 首里城で踊れた り して 素晴 ら し
か っ た です。

沖縄にい た 時、 大変 な 時 も あ っ て 、 時々 孤独 を感 じ ま し た。 初め て
海外で一人暮 ら し した し、 困 っ た時 に 自 分で ト ラ ブル を治 さ な く て は
い け ま せんで し た。 先輩達、 先生方 と 友達に ［ 自 信を持っ た ら 、 何で
も 出来 る よ l つ て よ く 言われ て 、 間題が あ っ て も 、 自 分で解決出来た
時 と て も嬉 しか っ た です。

今 か ら 、 も ち ろ ん、 沖縄で学んだ事 を 日 系 人 に伝 え て 、 琉球伝統芸
能 も 守 り ま すが 、 留学生 と し て 芸能の世界の事だ け じ ゃ な く て 、
覚 え ら れて 、 人生に と っ て 、 一番良い経験だ と 思い ま す。

沖縄の皆様、 ど う も 有 り 難 う ご ざい ま す ！
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2 0 0 6 年 5 月 の 終 わ り 頃、 沖 縄 に来 て 初 め の 一 ヶ 月 は と て も 辛 く 、 毎 日
く ペルーヘ帰 り た い

”

、 “帰 る ま でま だ 1 0 ヶ 月 かあ ー”
だ け を 口 に し て い

た。 今 は そ の 頃 の 自 分 を思 い 出す だ け で大切 な時間 を 無駄に し た こ と が多 く
て す ご く 後悔 し て い ま す。 で も 、 こ の 短い期 間 で こ んな に楽 し く 過 ごせ た か ら で

こ そ 、 こ んなふ う に終わっ た後か ら 気づ く 物だ。 。 。 と 自 分は思っ て い

ペルーで は家族 と 住 ん でい て 毎 日 巳 ず I J L 、
て い ま し た。 沖縄に来て か ら ペルーで は普通 の

んで し た 。 そ れ は ： 食事、 洗濯、 家賃、 電気代な ど色々
め て の壁で し た。 初 め て の一 ヶ 月 は 日 本語が 下手、 大学の 書類 と か を 書 く こ と が

来 な い 、 授業に参加 し て も 意味が分か ら ない 、 携帯電話を取 る 時や店で買 い物
る 時 も 色 々 聞 かれて何を ど う し た ら いい の か分か ら な く て 大変困 り ま した。

け ど 困 っ て、 恥かい て 、 よ う や く 日 本語が上手 く な り ま し た 、 と 私は思い ま
次 は 、 寮に住 んでい る 留学生 の み ん な と 話す こ と 、 友達に な る こ と で し た。 運が

く 、 そ の 時期 にサ ッ カ ー ワ ール ドカ ッ プが 行 われ てお り 、 毎 日 みん な が集ま っ
て試合 を 見た り 、 サ ッ カ ー を し た り みん な と 仲 良 く な り ま した。 それで も ほ と ん
ど の 日 は一人で行動 し て い ま した。

-20 
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は海に は行 く こ と が 好 き で は ない人。 。 。
っ て 、 週 に 4 回 ぐ ら い海へ行 っ て い ま し

あ と 具志川 と 本部 中学校に 行 っ て 、 国 際交流

を話 し ま した。

し た が 、 寮 の 友達 と いつ も

かげで今 は海が 好 き に な り ま した。

し て 自 分た ち の それぞれの 国 の 事

10 月 の終わ り ま で毎週海に泳ぎに 行き ま した。 そ れで肌が 黒 く な り 、 ウ チナ ー ン

チ ュ 大会の時、 ペルー か ら 来た友達は 私 を 見 て び っ く り す る ぐ ら い 日 焼 け し て い
ま し た。 ウ チナ ー ンチ ュ 大会 の 開 会式 にエイ サ ー を踊 り 、 た だ の一 曲 で あ っ た が

前みた い に ス テ ー ジ を 見て い る の で は な く 、 ス テ ー ジ に 立 っ て い る っ て事が 自 分

で も 信 じ ら れない く ら い嬉 しい思い出 に な り ま した。
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ウ チナー ンチ ュ 大会 、 そ して 夏 も 終わ り 、 雨 の 日 と 台風で ほ と ん ど毎 日 部屋 に い

ま し た。 それ を き っ かけ に 、 三線を練習 し て い ま した。 おかげで ち ょ っ と 引 け る

よ う に な り ま した。

それか ら 大学の授業に行き 、 時間 が あ る 時に 自 転車で色々 な場所 に行 っ た り し ま

した。 名護を 回 り 、 本部、 今帰仁、 屋我地島、 古字利島な ど行き ま した。

1 1 月 にエ イ サ ー の 出演や、 留学生パーテ ィ ー 、 そ して寮の友達 と ア ン ダギ ー と
か ド ラ ゴ ン ボールがす ご く う ま い店に も 行 き ま し た。 1 2 月 は寮の大掃除が あ り

ま し た。 そ の 日 みん な が 手伝い、 寒い 日 の 中 、 み ん な と 楽 し く 掃除を し ま し
正月 に は北谷での も ちつ き 大会 に行き 、 初め て の も ち つ き の経験で し た。
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大学の授業 も 終わ り 、 2 月 に 内地に 12 日 間行き ま した。 短い間 で あ っ た け ど滋賀 、
名 古屋、 静岡 、 神奈川 を 回 り ま し た。 楽 し かっ た け ど 、 天気が 良 か っ た ら 、 も っ
と 楽 し めた と 思い ま す。

沖縄へ戻 り 、 気が付い た ら 沖縄で の留学生活 は あ と 3 週 間。 そ し て 毎 日 が忙 し く
な っ て き ま し た。 帰 る 準備や、 だんだん寮の み ん な が 帰 っ て い く の で送別会が 多
く て 、 空港ま で見送 り に行っ た こ と も あ り ま す し、 大変忙 しい 日 々 で した。

今 は も う 帰 る 寸前、 後 3 日 。 や り 残す こ と は残 り の 準備 と 部屋の掃除。 それか ら
色 々 な所を最後 に 回 っ て 、 友達や色 々 な 人 に お別れの あ い さ つ をす る ぐ ら い です。
私に と っ て は こ の 10 ヶ 月 間 は最高 で した。
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自 分 に と っ て いい思い 出 に残 る も の が 山 ほ ど あ り 、 多 く の 人 と 友達に な り 、 ‘ 沖
縄に戻 り たい

’

っ て気持ち が 高 ま っ て 、 ま たいつ か沖縄 に来れ る よ う が ん ば り 、
そ の 日 が く る ま でペルー 沖縄県人会、 そ し て 自 分が指導部長 で あ る 琉球國祭 り 太
鼓ペルー支部 を 通 してペルー の み ん な に私が 沖縄で習 っ た こ と 、 生 き た こ と を 伝
え次々 沖縄 に来る 留学生た ち を サ ポ ー ト し て が ん ば っ て行き た い と 思 っ て い ま す。
財団の皆 さ ん、 日 本、 そ し て沖縄、 心 か ら ： 「 あ り が と う 」 。

．．．そ して ま た新た な留学生活が生まれる。
沖縄、 ま た次に会 う 日 ま で．．． おつかれ さ ま で した。
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「沖縄プ ロ ジ ェ ク ト 」

呉 悧君

私 に と っ て こ の一年の 中 で一番大事なイ ベン ト は、 私の母校であ る 台湾の東

海大学に よ っ て実施 し て い る 「沖縄プ ロ ジェ ク ト 」 と い う ス タ デ ィ ・ ツ ア ーで

す。 2004 年か ら 東海大学の学生 を 中 心 に こ の プロ ジ ェ ク ト を 立ち上げ、 毎年

の夏に沖縄で行われて い ま す。 こ の活動は、 東海大学の 日 本語学科の学生 と 、

沖縄の大学生、 そ し て 日 本本土の大学生 が 2 週間、 沖縄各地を回 り 、 た く さ ん

の人々 と 出会い、 沖縄の人々 が ど の よ う な歴史的な背景を持ち 、 どの よ う な思

い を かかえ、 生 き てい る のかを学び、 それについて語 り 合 う と い う ス タ デ ィ ・

ツ ア ーです。

こ の ツ ア ー に参加 し て普段沖縄の人々 も 行か な い と こ ろ へ も 訪ねて き ま し

た。 例 え ば、

①沖縄映像文化研究所

②象のオ リ
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映画 「久高オ ッ デセイ 」 製

作所。 伝統 と 神話 を 中 心 に

話 を 聞 かせて も ら っ た。

2006 年八月 一 日 知花昌 ー さ

んの 土地返還祝宴に 出席。



③辺野古座 り 込み会

感想 ：

海上基地建設反対会。 毎年

の夏、 我々 必ず現地 を訪ね、

実情 を理解す る 。

私 と 平良神父 さ ん。 「沖縄

で の米軍基地が台湾海峡

を守 っ て く れて い る こ と

を認識 して い る のか ？ 」

と 平良 さ んに質問 さ れ

た。

こ の ツ ア ー に参加 して沖縄の人々 の 考 え と 台湾人の 考 え に は大き な隔た り

が あ る こ と が分か り ま した。 グ ロ ーバル化の現在、 一つ さ さ やかな こ と で も 他

人に大き な帰結を も た ら し ま す。 こ れか ら 、 台湾 と 沖縄は どの よ う に連携 して

い く の かを期待 し て い ま す。

特別感謝 したい人 ：

まず、 台湾 と 沖縄の 中琉協会の職員 に感謝を 申 し上げたい と 思います。 煩雑

な手続き を ア レ ンジ していただき 、 貴重な留学生活が で き て本当 に あ り が と う

ご ざいます。 次、 県の財団 を含め てすべて の先生方や県庁の職員のお蔭で琉球

大学で素敵な 一年を過 ご し ま し た。 何 よ り も 大切 な経験に な り 、 感謝の気持ち

を重ねて 申 し上げたい と 思いま す。

実は、 2004 年に沖縄大学で一年の交換留学生 と し て 沖縄で留学 し ま し た。

当 時、 私にす ご く 世話 を し ていただいた先生 と 友達が沖縄にい ら っ しゃ る た め 、

今回の県費留学生の試験 を 受 けてみま した。 見事 に試験を合格 して沖縄に戻る

こ と ができ て本当 に夢の 中 で も 微笑む ぐ ら い う れ し かっ た です。 こ こ で少 し私
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を紹介 し た い と 思い

ル ： なぜか分か ら ないですが、 いつの 間

は、 約十八名 でみん

゜

鈴木ゼ ミ ： 私の指導教員で あ る 鈴木先生 と 鈴木ゼ ミ の皆 さ ん も 是非 こ こ で紹介

し た い と 思 い ま す。 去年、 琉球大学に辿 り 着い て末来に凄 く 迷っ て い る 私 を 受

け入れたの は、 ア ジア に非常 に関心 を持ち、 留学生を た く さ ん受 け入れてい る

鈴木規之先生です。 先生への あ り が た い気持ち が伝 え き れないです。

以上
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さ
ち
ら

ち
ら の

’‘ 
つ

ヽ

ヽ

れい ！ ！ ！ ” 

う 思い ま し

ら

せんで し た。

そ し て 、 心が弾み、 ワ ク ワ ク

1 歩を踏み出 し た と き 、

4―
 

日 、 初め

、 こ んな

いた私が、

っ と あ る こ と

v ヽ ぁ

か ら

んて、

ら 降 り 、 、

て も い

それは、 厳 し い現実が待っ て い る の

目 が く ら む ほ ど、 眩 し い 日 差 し 、

え てい

、 と い う こ と

よ り と ヽ

んです か ？ 」

し て く だ さ い ま し

「 出世 し て 、 え ら く な り たい か ら です。 」 と 、 私は、

の です。

す る と 、
ヽ

ヽ

に、 そ し と

ヽ 出 し た の です。 私 は
“
何がおか し い の。 失礼ね。 ”

ら みつ けま し た。

日 本語が も っ と う ま く な り 、 か っ こ いい キ ャ リ ア ウ ーマ ン に な ろ う 、 と 、 私

じ め に考 えて沖縄に留学 に来た の です。 な の に、 何で笑われ る んだ ろ う と

ち ょ っ と むっ と して不機嫌に な り ま し

こ
、
と

ぶ
ノ ー っ し し ま っ た の

「 戸 う の ？ 」 と 、 ら 、

ヽ

/-
V
 

。 」 、 と
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ん
ヽ

ヽ

ヽ ろ い ろ

こ と が 、 人生の宝物 に な り

か ら

り 、

し た。

と 一つ

し 、 沖縄での時間

を並

日 本 を始め、 ア ジア の友人た ち 、 ヨ ー ロ ッ パの友人 た ち 、 北米、 中南米の友

人 た ち が、 私の先生 で し た。

と ヽ に助 け合し

る こ と が で き ま し た。

え合い、 こ

緑が溢れ

っ ＼ しま う

ヽ さ せ く

し く 甲い

ど ん な

＜ 

っ て も 、 どんな挫折に あ っ て も 、

る さ と 、 ．

ゞ ヽ

‘ ‘一 し 、 と と し 、 、

向 ニ
ノ

い き

た い と 思い

「 なせばな る な さ ねばな ら ぬ

こ れは、 私の人生 を変 え て く れた 、

こ れか ら 、

も な ら ぬは 人 の な さ ぬな り け り 」

せ ん。

こ の よ う

、 心か ら

く だ さ っ と

）ハリ

り が と

し ＼
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かげで、 あた し は 2 0 0 6

は あた しの こ と

忘れ難い一年です。
こ の一年にい ろ い ろ な人生で初め て

行機 を乗 り ま した ； 初 め て外国へ行
た ； 初 め て刺身を食べま した ； 初 め て桜

に深い印象を残 り ま した。

初
し

枷
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あた し は 中 国で七年間 の幼稚園先生だっ た の で、 日 本に来 る 前に ち ょ っ と
心配 し ま した ： 学生の生活が慣れ ら れ ま すか ？ 日 本語が難 し い ですか ？ 新 し
い友た ち が で き ま すか ？ で も 来た一週間後 に そ の 心配がすっ か り な く な り
した。 と て も いい先生がい る か ら 。 中 国 の大学の先生 は大体忙 し く ないです
が 、 日 本の先生た ち は一番忙 しい先生だ と 思い ま す。 それにユ ーモ ア が あ っ
て、 親切 で真面 目 でいつ も 学生の こ と を考えでいま す、 例え ば学生の誕生 日

イ を 開いて下 さ っ て、 学生た ち に市場 と か小学校 と かモ ノ レール と か
と かの見学の機会 を く だ さ い ま し た 、 毎回 の 見学は発表が必要で、

先生た ち はわた し た ち の 日 本語が上手に な る た め に何回 も チ ェ ッ ク し て く れ
し た。 そ れに文法では な く て発音 の練習 も い っ ぱい し ま し た。 時々 先生た

ち は ご飯 も 食べない し、 夜 1 2 時ま で働 く こ と も あ り ま した、 あた し は心か
ら先生に敬服 し て い ま す。
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た し は 中

です。 それに 日

だ と

月 の勉強後 日

を も ら いま し た。 よ か っ
沖縄は本当 に す ごい と こ ろ だ と 思い

ら しい水族館 も あ る し、

それに怖い地震 も な い し、 天気 も あ ま り 寒 く な い し。 。 。

の は沖縄人の暖かい心だ と 思い ま す。 道 に迷 っ た 時た ＜

て も ら っ た り 、 い っ ぱい無料の ク ラ ブで三線 と か、 琉球ダ ンス と か を勉強 し

た り 、 し ま す。 ど こ で も サ ー ビス が い い し、 ど こ で も 笑顔を見 え る し、 沖縄

は大 き い家族だ と 思い ま す。 あ た し は沖縄が大好 き です。

あ た し は一番好 き な と こ ろ は学校の近 く の 「Book Off」 と い う 古本屋です。

本 も 安い し、 中 で無料で読む こ と も で き る し、 あ た し は週末 よ く あ の本屋へ

行き ま す。 日 本の漫画は世界で と て も 有名 な の で 、 あ た し は興味 を持っ て読

みま した。 漫画は図 も あ る し、 字 も 少 ない し、 あ た し に と っ て 日

に一番いい と 思 い ま す。 あ た し はいつ も 本を読むだけ じ ゃ な く て 、 た く さ ん

本 を 買 い ま した。 今帰国 の荷物 を 準備 し てい る と こ ろ で、 本 を 国へ送

便料金が高 い の を気をつ き ま した。 大変 ですね。

日 本人はいつ も 礼儀を注意 し て い る よ う です、 尊敬語 と か、 丁寧語 と

と か と て も 複雑ですが正 し い礼儀が あれば、 皆に こ の 国 は文明 国だ と

わせま すね。 で も 一つ の こ と が ち ょ っ と 不思議だ と 思い ま す。 先生に

日 本人は 「美味 し く ない」 の話は全然話 さ な い そ う です。

物 を食べて 「美味 しい」 と 相手 に 言 っ た ら 、

ぱい食べ物 を く れま す よ ね。 こ ん な 時 ど う
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れ と も 皆注意 し な い 間 に ゴ ミ 箱 を探すか ？ ま た は食べ る の前に美味 しい と 言
っ て 、 食べた後美味 し く なかっ た ら 何 も 言わない ？ 本 当 に面 白 い で し ょ う ？

沖縄県立向 陽高校の学生 と あ た し 陶器工場見学 （美味 しいそ う ね ！ ）

空手道場に訪問す る あ た しは図書館で一生懸命勉強す る

こ の 一年間 は沖縄県 と 人材育成財団 のお かげで、 何 も 心配な く 、 留学生活
と 勉強が よ く で き て、 心か ら感謝 し ま す。 あた し は本当 に幸運児 に な り ま し
たね 。 帰国 し て か ら 、 沖縄の素晴 ら し さ を友達に伝 え た い と 思い ま す。 そ
れに幼稚園 の子供に 日 本の歌 と かダンス と かを教え て あ げた い と 思います。
将来 に あ た し は頑張っ て沖縄に戻 り た い と 思い ま す。
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平成 1 8 年度 沖縄県海外留学生修了報告書

発行 財団法人 沖縄県国際交流 ・ 人材育成財団 I• 

〒 9 0 0 - 0 0 3 4

沖縄県那覇市東町 1 - 1 那覇東町会館 7 階

T E L : 0 9 8 - 9 4 1 - 6 7 5 5  

F A X : 0 9 8 - 9 4 1 - 6 8 1 2 


